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研修報告書

	所　　属　　南山苑３階介護グループ　　　　職　種　介護福祉士　氏　名　熊谷　恵美

	期　　間　　平成　２４年　１２月　　１２日　～　平成　２４年　１２月　　１３日

	出張目的　　平成24年　実地研修　（専門実技習得コース・認知症）へ参加する為

	出 張 先　　介護老人保健施設　いちい荘

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【１日目】

＜Ⅰ、認知症ケアの基礎＞～利用者本位、権利、尊厳～

講師：統括部長　西城　港

○福祉職員の職業倫理

　①福祉サービスの利用者の人間としての権利　　　②秘密保持の原則

　③利用者の個別性の尊重、選択の重視、受容と傾聴、利用者の権利の代弁の原則

　④福祉職員の職場における職業倫理の実現　　　　⑤専門知識・技術の向上

　⑥他職種との連携　　　　　　　　　　　　　　　⑦福祉職員の役割の定着

○ケアの原則

　①高齢者の主体性の尊重、自己決定の尊重　　　　②高齢者の生活の継続性の保持

　③自由と安全の保証　　　　　　　　　　　　　　④権利侵害の排除

　⑤社会的交流とプライバシーの尊重　　　　　　　⑥個別的対応

　⑦環境の急激な忌避と心地良い変化のある生活環境

　⑧その人の持っている能力に注目し、生きる意欲、希望の再発見を可能にするような自立支援

　⑨人としての尊厳の保持　　　　　　　　　　　　

⑩身体的に良好な状態の維持と合併症の防止

○パーソンセンタードケア

　Ｖ→人々の価値を認める

　Ｉ→個人の独自性を尊重する事

　Ｐ→その人の視点に立つ

　Ｓ→相互に支え合う社会的環境を提供する

・認知症の人を尊重し、持てる力を発揮してもらうというだけでなく、その人自身が

　「自分は周囲の人にとって大事な存在なんだ」「大切に思われているんだ」と感じられることが大事である。

○おわりに

　・認知症ケアにおける関わりは

　　①認知症にとらわれず、その人を理解する。

　　②認知症だからといって、ひとくくりにしない

【考察】

ケアの原則や、職業倫理に関しては、復習という形で再度確認することができたと思う。パーソンセンタードケアについては、興味があり「その人らしさを中心としたケア」を行なうには、繰り返し関わり、訴えや希望を受け止めていく事で、「その人らしさ」を知り提供する事が出来るものとのことだった。今まで習得してきた知識を行動に移すことで、必ず利用者様に変化があると講師より話があり、今回の研修での知識を是非実施していきたいと思う。

＜Ⅱ、生活環境＞～居所・活動・交流～

＜Ⅲ、アクティビティ＞～その方の「している生活」から感じ取る～

講師：介護係長　石川　沙知子

　　　ユニットリーダー　木村　恭子　藤林　沙也加　浪岡　耕也

○認知症者処遇の「場」として必要な３K

＊居所･･･自分固有の空間。自室を出てのリビングスペースでも独占できる自らの場所がある事

＊活動･･･いわゆる「仕事」をするという設定。自らが過去に経験した仕事の延長線の作業を作り出　

　　　　　す工夫

＊交流･･･交流可能な環境作り・会話、ゲーム、共同作業などによる人と人との交流・動物に触れ合うなどの交流・散歩、森林浴等を通じての交流

○アクティビティとは

　軽度の運動や遊び、趣味などといった、心身の活性化のための手助けとなる活動の総称。

【考察】

　アクティビティの最中の様子を見学させて頂いた。所感としては、利用者様が生き生きとしているように見え、進行をしていた職員も利用者様の動きに合わせてプログラムを変更することが出来ており、自分の現場と比べ、違いに驚いた。

　その日の、アクティビティは、体操、歌、旗あげ、ボール遊びだったが利用者様が集中できるように進行役以外の職員は、サポートをさり気なく行なっており、自分のフロアもこのように変えたいと感じた。

＜尊厳は人格に関わる絶対的な価値＞

○尊厳とは･･･

・「尊厳」は「人格」に関わる何物にも優先し、他のものにとって代わる事のできない絶対的な価値である。

・人間が単なる手段や道具として扱われた時（モノ扱い）

　「人間の尊厳」は侵害される。

○「尊厳」に配慮するという事は、人々の意思能力を適切に評価し、必要以上に自己決定権の制限をしないということ。

【考察】

　実際に現在の南山苑では、全てとは言わないが、部分的に尊厳は侵害されている状況だと痛感した。この講義の最中ずっと自分達がやってきた関わり方について恥ずかしさで胸が一杯であった。

　尊厳という言葉を理解しているつもりであったのだと思い知らされた。今後業務を通じてフロア職員へも伝え、尊厳を守るケアに繋げていきたい。

＜その方の「している生活」から感じ取る＞

○「その人らしい」生活とはどう構成されているのか→基本は「当たり前の生活」

○「当たり前の生活」とは･･･（夜寝ること・朝、目が覚める事・今日はどこに行こうか、誰に会おうかと思いながら見繕いすること等･･･）

○個人を尊重するという事は、その人の生活習慣を大切にする事で、

その方のこだわりを大切にすること

【考察】

　この講義では、グループワークにて「自分が施設で暮らすとしたら、どのような生活を送りたいか」という事について話し合った。結果としては皆、尊厳を侵害されたくないという内容の意見が多かった。日々のケアも、このグループワークのように自分に置き換えて考え、行なう事で、利用者様の尊厳を守るケアを出来るのではないかと気づく事が出来た講義であった。

【２日目】

＜Ⅳ、コミュニケーション＞～その方のサイン・かかわりあい～

講師：統括部長　西城　港

○満足感を生むコミュニケーション

・コミュニケーションはメッセージのやりとり。

　自分が相手に送るメッセージ、相手の認知、感情、思考、行動などに影響を及ぼします。

　相手が自分に対して送るメッセージも自分に何らかの影響を及ぼします。

○コミュニケーションの手段

・言語コミュニケーション

　言葉を中心としたもの

・非言語コミュニケーション

　表情、視線、身振りなど

・準言語コミュニケーション

　音の長短、強弱、発語の速さ

○コミュニケーションの際の５つの姿勢

①同じ目線で関わる　②温かい眼差しと優しいしぐさ　③相手の気持ち受け止め、聞き上手

④人生の先輩として尊敬の気持ちで接する　⑤言葉や行動の背景にあることを理解する

【考察】

　コミュニケーションに関しては日々関わりの中で意識して行なっていたが、それをどのように伝えたらいいのか悩んでいた部分もあった。しかし、講義を受けた事により多少その悩みが解消された部分はある為、実際に現場で指導に役立てて行きたいと考えている。

　また、相手への尊敬のメッセージを表現する方法として、敬語があり、言葉遣いについての取り組みをする事で、周囲の目も変わるし職場も変わるとのこと。いちい荘では、朝礼の際に敬語も唱和しているとの事だった。

＜Ⅴ、生活の場面＞～生活の場面でのかかわり方～

講師：介護係長　石川　沙知子

ユニットリーダー　木村　恭子　藤林　沙也加　浪岡　耕也

· 実際に現場にて利用者様と関わり、講習で学んだ事を実践した。

【考察】

　これまでの講義の内容を念頭に関わる事で、初めてお会いした方であったが、様々なことが感じ取る事が出来たのではないかと思う。それは、会話の最中であっても、自分の言葉の強弱や声の大きさ等に注意をすると共に、相手の発する言葉・感情に関しても敏感になっていた自分に気づく事が出来たからである。相手が話し好きな方だったとはいえ、別れ際に「また、来てちょうだいね」と手を握って笑顔で言われた時は、大変嬉しかったですが、その分返答に困った。

自分のフロアの利用者様は、言葉では伝える事が難しい分違う形での表現をしているであろうから、そのわずかな違いに気づき、対応できる職員を育成していけるように精進していきたい。

＜Ⅵ、食事＞～いつまでも、どんなときでも楽しいお食事～

講師：管理栄養士　小泉　美由紀

　　　ユニットリーダー　木村　恭子　藤林　沙也加

○ここでは「いちい荘」が提供している食事形態の説明と咀嚼・嚥下のメカニズムの説明をしていただいた。

　◇食事形態①常食②ソフト食③超キザミ食④ゼリー食⑤ミキサー食

　◇摂食・嚥下の流れ

　　①先行期　②準備期　③口腔期　④咽頭期　⑤食道期

　◇高齢者ソフト食３つの定義

1 舌で押しつぶせる程度の硬さであるもの

2 すでに食塊となっているような、形のもの

3 すべりが良く、移送し易いもの

○実際にソフト食を試食させていただいた。

【考察】

　この講義で印象的だったのが、「ソフト食」という初めて聞いた食事形態についてだった。実際試食もさせて頂いた。見た目は、普通の常食と変わらない感じだが、口にすると全然違った。定義にあるとおりの食感だった。見た目は、常食だが歯で噛まずとも舌で押しつぶし飲み込める食感で、刻み食のようなバサツキはなく、のどごしも良く。また、味付けも丁度よかった。調理方法で水を多く含むように調理する事で、やわらかくバサツキが無い仕上がりになっているらしい。当法人でも導入できたら、もっと美味しく食事を摂れる方が増えるのではないだろうか・・・と考えさせられた講義であった。

　

